
   

   
 

■団員のひとり言■  今月号は団をまとめる副団長２名の登場です！！ 

♪副団長：中村さん（Ｈｒ）･･･６月の演奏会に向けて、私自身練習不足でやらなければならないことがたくさんあります。副団長としてもま

だまだ不十分なところばかりで、不安もたくさんありますが、良い団になるように頑張っていきたいと思います。これからよろしくお願いします。 

♪副団長：小野さん（Ａ･Sax）･･･今回、副団長をさせて頂くことになりました、小野優里です。今回、副団長になり、一番の目標（？）は

楽しく居心地のイイ楽団にする事です！副団長として、しっかり団長を補佐し、よりよい楽団を作っていきたいと思っております。副団長として、まだま

だ未熟ですが、思った事や意見、要望をどんどんおっしゃって下さい(>_<)！精一杯、頑張りたいと思います！私は就活のため演奏会後、しばらくいない

ですが、必ず戻って参ります！絶対に戻って参ります～！！(-̂̂ )何かと迷惑をかけてしまいますが、これからもよろしくお願い致します！！演奏会＆演

奏会後も皆さんで力を合わせ楽しく居心地のイイ楽団目指して！！頑張りましょう♪       （６月号のひとり言は音楽監督の鶴田さんです） 

■合同練習(4/29)を終えて■ ♪指揮者：田中（豊）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■５／１～６/４の練習日程■ 

Ｓｕｎ Ｍｏｎ Ｔｕｅ Ｗｅｄ Ｔｈｕ Ｆｒｉ Ｓａｔ 

５/１ ２ ３ ４   ※① 

ミーティング 

５ ６ ７  ９:３０ 

向陽高校※② 

８  ＄団費 

婦人会館 

９ １０ １１  １２  

中央公民館 

１３ １４ 

１５ １６ １７ １８ ＄団費 

中央公民館 

１９ ２０ 

 

２１ 

２２ 

 

２３ ２４ ２５ ２６ 

中央公民館 

２７ ２８ 

２９  ３０ ３１ ※③ 

京都西山高校 

１ 

中央公民館 

２ 

中央公民館 

３ ４ 

スプコン本番 

中央公民館 

17:30-21:30 

婦人会館 

18:00-21:00 

備考：※①:5/4のミーティングは 時間→8:00～ 場所→Ｒ171ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰになります。 

※②:5/7は向陽高校まで行く手段のない方は，9：00に西山高校正門に集合して下さい。向陽高校まで車で送らせて頂きます。エキストラの方で

ご希望の方は，事前に当団エキストラ係までメールでご連絡下さい．（団員で希望の方は 5日までに上西さんまでご連絡下さい） 

※③:5/31の練習は高校合同です。時間は4:00～です。可能な女性のみご参加下さい。（来られる場合は事前に鶴田さんまで連絡下さい） 

熊語朗の部屋 
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200５年 ５月号 
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http://www.d1.dion.ne.jp/~ue_taka/index.html 

♪新入団員の紹介♪ 

小杉さん（Ｅｕｐｈ） 

 

私は ArtyBears

に入団して、や 

りたいと思うこ 

とは、演奏を通 

して自分を知っ 

て課題を沢山み 

つけていくこと 

と、音楽を皆さ 

んと一諸に、身体全体で感じ楽しむということです。

まだ慣れない事も、多少あって皆さんの足を引っ張る

かと思います。ですが頑張って慣れる様に努力したい

と思います。そして皆さんと仲良くなれたらすごく幸

せです。これからもよろしくお願いします！ 

※小杉さんは記念すべき高校生団員第一号です！ 

=合同練習を通じて= 

やはり、人数がある程度まとまった演奏は楽しいと一番に思った。まだまだ完成には遠い

演奏だが、何とかなりそうな予感は出来、正直安心している。唯一つ気になるのは、我々

が参加しているにもかかわらず、サウンドが高校生のままである事だ。緻密な運指、突き

抜ける音質、安定感があり余裕を感じさせるダイナミクス。などが全くかいま見れない。

おそらく団員全体が余裕をもって演奏出来ていない証拠であろう。合同演奏に関しては、

突出したサウンドも無くこのままでも何とかはなるかとたかをくくってはいるが、単独ス

テーはそうもいかない。折角おとなしく無い曲を選んでいるのだ。もっと自己主張を通り

越し、わがままにプレイしていただいて結構である。勿論、全体として成立しなくてはい

けないので、バランスは必要なのだが、そんなことは前に居る人間にまかせて、まずは個

性を出してみてはいかがだろう。「そんな余裕が無いです」「どうすればいいかわからな

い」との声が聞こえて来そうだが、そうではない。まずは好きに吹きなさいよって事だ。

駄目出しを恐れ顔色を伺う演奏はつまらないでしょう。個性はすべて認めます。ギリギリ

のところで成立すれば良いと思うので最大限生かします。一度各人、好きなように吹いて

みて下さいな。（ただし～、楽譜は最大限尊重して下さい）森を彩るのは、そこにある草

木です。草木がしっかりと自生していれば自然と森は出来上がるもの。もちろん美しい森

を目指して植林をする事も手段ではありますが、大切な事は草木がしっかりと自生する事

だと思います。皆さんは自生していますか。 
 


